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「
電
気
事
業
の
父
」
矢
嶋
作
郎
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル 

 
天
保
十
年
（
一
八
三
九
）、

周
南
市
上
御
弓
丁
に
徳
山
藩

士
伊
藤
三
郎
治
亮
宣
の
二
男

と
し
て
生
ま
れ
る
。
作
郎
が

過
ご
し
た
幕
末
は
毛
利
元も

と

蕃み
つ

公
の
家
臣
と
し
て
活
躍
、

本
名
の
伊
藤
湊
と
し
て
生
き

た
時
代
で
あ
る
。
長
州
征
伐
の
際
、
江
戸
に
幽
囚
さ
れ
る
も
、
徳

山
藩
の
親
戚
藩
、
秋
元
館
林
藩
に
保
護
さ
れ
、
後
、
解
放
さ
れ
る
。 

       

解
放
後
、
四
境
戦
争
に
も
結
草
団
総
監
と
し
て
阿
武
郡
奈
古
、

大
井
両
村
防
御
の
為
、
同
村
農
町
民
を
率
い
出
兵
す
る
。 

明
治
に
な
り
、毛
利
元
功
公
の
英
国
留
学
に
従
者
と
し
て
随
行
、

そ
の
折
、
矢
嶋
作
郎
と
改
名
し
た
。
そ
の
こ
ろ
明
治
政
府
は
、
ド

イ
ツ
の
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
で
日
本
の
紙
幣
を
印
刷
す
る
準
備
を
進

め
て
い
た
。
そ
の
監
督
に
留
学
生
代
表
と
し
て
活
躍
し
て
い
た
作

郎
が
命
じ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
ド
イ
ツ
に
渡
っ
た
作
郎
は
、
日
本

最
初
の
紙
幣
の
印
刷
に
携
わ
る
か
た
わ
ら
欧
州
各
国
を
訪
れ
、
政

治
、
経
済
、
社
会
の
現
状
を
つ
ぶ
さ
に
視
察
。
明
治
七 

年
（
一
八

七
四
）、
欧
州
か
ら
帰
国
し
大
蔵
省
紙
幣
助
に
就
任
し
た
。
現
在
の

紙
幣
、
及
び
切
手
製
造
の
礎
を
な
し
従
六
位
を
叙
せ
ら
れ
る
。 

矢
嶋
作
郎
伝 

 

上
野

こ
う
ず
け
の

国 く
に

秋
元
館
林
藩
の
奮
闘 

会
員 

伊 

藤 

健 



そ
の
後
、
官
を
辞
し
、
実
業
家
に
転
身
、
日
本
の
街
に
初
め
て

電
気
の
明
か
り
を
灯
し
た
東
京
電
燈
を
設
立
。「
日
本
の
エ
ジ
ソ
ン
」

藤
岡
市
助
を
技
師
長
に
迎
え
る
。
我
が
国
の
電
気
事
業
の
創
始
者

で
あ
り
、
藤
岡
市
助
を
育
て
、
ま
さ
に
日
本
の
歴
史
に
残
る
大
事

業
を
興
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
他
、
障
害
者
の
支
援
、
英
語
の
普

及
、草
創
期
の
各
種
事
業
へ
の
参
画
、各
種
方
面
に
多
額
の
寄
付
、

ま
た
、
香
川
桂
園
の
門
下
で
あ
っ
た
作
郎
は
、
和
歌
の
会
、
明
月

會
を
設
立
、
中
山
三
屋
女
や
桜
井
魁
園
ら
の
歌
集
を
編
纂
、
和
歌

の
世
界
で
も
活
躍
し
た
。
明
治
四
十
四
年
（
一
九
一
一
）
十
一
月

七
日
卒
。
享
年
七
十
三
歳
。
港
区
南
麻
布 
光
林
寺
に
眠
る
。
光

國
院
覺
心
桂
城
大
居
士
。
両
親
は
徳
山
大
成
寺
墓
地
に
眠
る
。 

 

プ
ロ
ロ
ー
グ 

伊
藤
湊
が
矢
嶋
作
郎
と
改
名
し
て
か
ら
は
い
ろ
い
ろ
な
史
料
が

残
さ
れ
て
い
る
が
、
伊
藤
湊
の
史
料
は
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
て
い
な

い
。
伊
藤
湊
は
ど
ん
な
人
物
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
、
い
っ
た
い

ど
こ
で
何
を
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
江
戸
時
代
か
ら
今
も
か

わ
ら
ず
存
在
す
る
上
御
弓
丁
で
、
紛
れ
も
な
く
生
れ
、
育
っ
た
伊

藤
湊
。
こ
の
御
弓
丁
の
道
を
、
髷ま

げ

を
結
い
、
刀
を
差
し
、
闊
歩
し

て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
知
り
た
い
。
矢
嶋
作
郎
の
青
春
時
代
を
。   

「
伊
藤
湊
探
し
」
の
歴
史
の
旅
が
始
ま
っ
た
。 

 

伊
藤
湊
の
幕
末 

山
口
県
文
書
館
に
て
、
い
つ
も
の
よ
う
に
資
料
を
あ
さ
っ
て
い

た
ら
、
文
書
館
の
吉
積
先
生
が
数
冊
の
文
献
を
差
し
出
し
て
下
さ

っ
た
。『
忠
正
公
傳
』
で
あ
っ
た
。
果
し
て
。 

第
十
六
編 

第
六
章 

徳
山
藩
紛
擾

ふ
ん
じ
ょ
う

の
鎮
静 

 

幕
末
、
元
治
元
年
（
一
八
六
四
）
八
月
九
日
、
家
老
富
山
源
次

郎
襲
撃
事
件
を
発
端
に
、
衝
撃
の
事
件
に
発
展
し
た
「
徳
山
殉
難

七
士
」
の
詳
細
が
記
さ
れ
て
い
た
。
読
み
進
ん
で
い
く
と
、
俗
論

（
保
守
）
派
に
よ
り
、
正
義(

革
新)

派
の
粛
清
が
行
わ
れ
る
こ
と
に

対
し
、
正
義
派
の
起
こ
し
た
様
々
な
事
件
の
ひ
と
つ
で
あ
る
「
仏

像
破
壊
」
と
い
う
文
字
が
飛
び
込
ん
で
き
た
。
な
ん
と
、
そ
の
張

本
人
が
伊
藤
湊
で
あ
っ
た
。そ
し
て
、そ
れ
を
裏
付
け
る
よ
う
に
、

徳
山
市
史
史
料
の
浅
見
政
一
氏
所
蔵
『
有
志
詰
問
録
』
に
、
伊
藤

湊
等
に
よ
り
仏
像
破
壊
等
が
行
わ
れ
た
こ
と
が
、
井
上
唯
一
、
庄 



原
登
美
衛
、
岩
崎
謙
同
等
に
よ
っ
て
証
言
さ
れ
て
い
る
。 

そ
し
て
、
襲
撃
事
件
等
に
か
か
わ
っ
た
七
名
が
元
治
元
年
（
一

八
六
四
）
八
月
か
ら
翌
年
一
月
に
か
け
て
殺
害
さ
れ
た
。
所
謂

い
わ
ゆ
る

「
徳

山
殉
難
七
士
」
で
あ
る
。
そ
の
七
名
の
う
ち
実
に
、
本
城
清
ら
四

名
が
湊
の
親
族
で
あ
っ
た
。
湊
は
幸
い
に
も
殺
害
か
ら
免
れ
た
の

で
あ
る
。「
忠
正
公
傳
」
の
取
調
録
の
最
後
に
「
伊
藤
湊
は
江
戸
に

居
て
不
在
」
と
記
さ
れ
て
い
た
。
そ
う
か
！
徳
山
に
い
な
か
っ
た

か
ら
殺
さ
れ
な
く
て
済
ん
だ
の
か
。
で
は
何
故
、
江
戸
へ
？ 

 

藩
命
に
よ
り
江
戸
へ 

文
久
三
年
（
一
八
六
三
）、
八
月
十
八
日
の
政
変
が
起
こ
る
。
別

名
、
堺
町
御
門
の
変
で
あ
る
。
松
平
容か

た

保も
り

は
中
川
宮
、
九
条
、
二

条
、
近
衛
ら
の
佐
幕
派
の
公
卿
達
と
謀
り
、
長
州
藩
に
よ
る
堺
町

御
門
警
衛
を
解
い
た
。
徳
山
藩
を
含
む
長
州
藩
は
、
討
幕
派
の
七

卿
を
伴
い
長
州
へ
落
ち
延
び
る
こ
と
と
な
っ
た
。
時
勢
は
佐
幕
派

台
頭
へ
と
移
っ
て
い
く
。 

そ
し
て
翌
年
の
徳
山
藩
。
藩
命
が
下
っ
た
。
そ
れ
は
私
に
、
新

し
い
歴
史
へ
の
道
を
教
え
て
く
れ
た
兼
﨑
茂
樹
編
の
『
徳
山
名
士 

墳
墓
掃

ふ
ん
ぼ
そ
う

苔た
い

録
』
に
記
さ
れ
て
い
た
。 

「
元
治
元
年
六
月
五
日
、
正
使
林
麓
、
副
使
遠
藤
貞
一
、
伊
藤 

湊
等
、江
戸
へ
往
き
冤
罪
を
訴
え
る
。堺
町
御
門
警
衛
復
旧
の
件
、

並
び
に
、
君
公
入
京
の
件
に
関
し
て
な
り
。」 

佐
幕
派
に
よ
り
粛
清
が
行
わ
れ
よ
う
と
し
て
い
た
頃
、
江
戸
へ

向
か
う
湊
、
時
代
の
波
に
呑
ま
れ
て
行
く
。 

元
治
元
年
七
月
十
九
日
、
蛤
御
門
の
変
（
禁
門
の
変
）
勃
発
。

第
一
次
長
州
征
伐
へ
と
突
き
進
む
中
、
徳
山
藩
邸
没
収
、
江
戸
在

府
の
伊
藤
湊
ら
徳
山
藩
家
臣
は
幽
囚
と
な
り
、
大
き
な
渦
に
巻
き

込
ま
れ
て
し
ま
う
。
再
び
『
忠
正
公
傳
』
よ
り 

「
毛
利
淡
路
守
屋
敷
を
召
し
上
げ
ら
れ
候
に
つ
き
、屋
敷
内
に
罷

り
居
る
家
来
並
び
に
家
族
一
同
を
引
き
取
る
」
旨
の
書
状
の
最
後

に
「
秋
元
但
馬
守
、
関
民
部
大
輔
、
板
倉
主
計
頭
」
と
あ
る
。
こ

の
連
名
の
三
名
は
一
体
誰
な
の
か
。 

秋
元
但
馬
守
は
秋
元
館
林
藩
初
代
藩
主
秋
元
志ゆ

き

朝と
も

公
で
あ
っ

た
。
驚
い
た
こ
と
に
時
の
徳
山
藩
九
代
藩
主
毛
利
元
蕃
公
の
実
の

弟
で
あ
る
。
関
民
部
大
輔
は
新
見
藩
主
、
板
倉
主
計
頭
は
安
中
藩

主
で
あ
り
、
と
も
に
徳
山
藩
の
親
戚
関
係
に
あ
っ
た
。 



そ
れ
か
ら
足
掛
け
三
年
、
慶
応
二
年
（
一
八
六
六
）
の
こ
と
で

あ
る
。 

 

「
慶
応
二
年
丙
寅
六
月
十
一
日
一
昨
年
変
動
之
節
江
戸
屋
敷
詰

合
之
も
の
共
幕
府
江
被
召
捕
、
御
親
類
秋
元
板
倉
関
之
三
侯
江
御

預
ヶ
相
成
居
候
処
、
此
度
御
宥
免
相
成
被
差
返
ニ
付
五
月
八
日
江

戸
出
帆
海
上
芸
州
広
島
江
着
、
左
候
而
広
島
ゟ
岩
国
江
引
渡
相
成

ニ
付
一
昨
日
九
日
大
野
太
郎
兵
衛
義
惣
人
数
為
請
取
岩
国
江
被
差

越
今
日
召
連
帰
着
、
何
れ
も
無
事
之
内
足
軽
三
人
於
江
戸
病
死
、

惣
人
数
上
下
合
三
拾
四
人
内
侍
分
九
人
如
左 

林
麓 

遠
藤
貞
一 

吉
田
志
津
馬 

同
市
治
郎 

浅
海
浪
衛
門 
同
他
熊 

伊
藤
湊 

小
倉
孫
右
衛
門 

石
田
又
五
郎
」
と
『
徳
山
藩
史
』
に
あ
る
。 

 

伊
藤
湊
は
解
放
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
同
事
件
に
於
い
て
萩
本
藩

ほ
ん
ぱ
ん

で
は
百
二
十
人
拘
禁
さ
れ
、
半
数
に
近
い
五
十
人
以
上
が
亡
く
な

っ
て
い
る
の
に
対
し
、
徳
山
藩
で
は
三
人
病
死
し
た
だ
け
で
三
十

四
人
が
無
事
生
還
し
て
い
る
。
こ
れ
は
ひ
と
え
に
親
戚
藩
三
藩
、

特
に
責
任
藩
と
さ
れ
た
館
林
藩
の
厚
い
保
護
の
お
か
げ
で
あ
ろ
う
。 

こ
の
事
実
を
知
っ
た
私
は
、何
と
し
て
で
も
館
林
に
行
き
た
い
。

館
林
に
行
け
ば
も
っ
と
歴
史
が
明
か
さ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
そ 

し
て
、
館
林
市
教
育
委
員
会
文
化
振
興
課
に
電
話
を
し
た
。 

 

真
夏
の
熱・

～
い
館
林 

 

平
成
二
十
五
年
八
月
十
三
日
、
群
馬
県
館
林
市
立
図
書
館
の
一

室
で
私
は
黙
々
と
史
料
を
探
し
続
け
た
。「
伊
藤
湊
探
し
」
の
歴
史

の
旅
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
予
想
も
し
て
い
な
か
っ
た
も
っ
と
、

も
っ
と
熱
い
歴
史
を
知
る
こ
と
と
な
っ
た
。 

同
年
六
月
、
最
初
に
私
の
電
話
を
取
ら
れ
た
の
は
、
阿
部
弥
生

学
芸
員
で
あ
っ
た
。
実
に
親
切
に
対
応
し
て
い
た
だ
き
、
私
の
相

談
に
快
く
の
っ
て
下
さ
っ
た
。
そ
し
て
、
阿
部
学
芸
員
の
上
司
で

あ
る
岡
屋
英
治
課
長
が
、
私
の
問
い
か
け
の
調
査
に
動
い
て
下
さ

り
、
つ
い
に
館
林
へ
行
く
こ
と
に
。
館
林
で
は
図
書
館
の
一
室
を

設
け
て
下
さ
り
、
冒
頭
の
史
料
探
し
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。 

確
か
に
見
つ
け
た
。『
館
林
事
蹟
考
』と
い
う
一
冊
の
本
の
中
に
、 

「
九
月
徳
山
侯
宗
家
ノ
事
ニ
連
座
シ
テ
、官
位
ヲ
削
ラ
レ
江
戸
ノ

邸
宅
ヲ
奪
ハ
ル
旨
ヲ
弊
藩
及
安
中
新
見
ノ
三
藩
ヘ
幕
命
ア
リ
。
且

在
府
ノ
臣
下
ヲ
分
テ
三
藩
ニ
幽
囚
セ
シ
ム
。
毛
利
氏
ノ
姻
戚
ヲ
以

テ
ナ
リ
。
以
上
ノ
旨
ヲ
徳
山
へ
可
達
ノ
旨
ア
リ
。
使
節
二
名
、
普



賢
寺
武
平
基
行
、
勝
沼
精
之
允
信
紀
、
ヲ
周
防
徳
山
ニ
遣
ル 

二

藩
ノ
命
ヲ
兼
。
十
一
月
徳
山
ニ
至
ル
。
毛
利
淡
路
謹
ミ
テ
命
ヲ
受

ル
ニ
調
印
ノ
請
書
ヲ
以
テ
ス
。
旬
日
両
使
復
命
ス
。
後
丙
寅
五
月

ニ
至
リ
、
幕
幽
囚
ノ
輩
ヲ
周
防
エ
放
タ
ル
。
船
路
芸
州
エ
送
ル
ベ

シ
ト
弊
藩
ニ
於
テ
ハ
安
館
精
相
通
称
門
造
及
卒
三
名
ヲ
以
テ
廣
嶋

エ
護
送
シ
、
在
芸
ノ
幕
吏
エ
達
シ
テ
歸
ル
。
時
ニ
老
中
松
平
伯
州

（
秀
宗
）
指
揮
使
ト
シ
テ
廣
嶋
ニ
ア
リ
。」
と
い
う
文
献
で
あ
る
。

伊
藤
湊
が
解
放
さ
れ
た
時
の
様
子
が
書
か
れ
た
『
徳
山
藩
史
』
と

同
じ
状
況
を
館
林
藩
か
ら
見
た
事
蹟
で
あ
る
。
江
戸
在
府
の
家
臣

を
預
か
る
旨
の
報
告
の
為
、
徳
山
へ
、
ま
た
、
解
放
さ
れ
た
時
は
、

広
島
ま
で
護
送
、
送
り
届
け
て
い
る
。
親
戚
藩
な
の
で
あ
る
。
私

は
こ
の
親
戚
藩
「
館
林
藩
」
の
こ
と
が
気
に
な
り
始
め
た
。 

 

尊
王
攘
夷
派
志
士
岡
谷

お
か
の
や

繁し
げ

實ざ
ね

の
奮
闘 

岡
屋
英
治
課
長
よ
り
秋
元
館
林
藩
の
家
臣
で
あ
る
「
館
林
藩
尊

攘
派
志
士
岡
谷
繁
實
の
生
涯
」（
館
林
教
育
委
員
会
・
図
書
館
編
）

と
い
う
一
冊
の
本
を
い
た
だ
い
た
。
衝
撃
的
で
あ
っ
た
。 

前
記
の
江
戸
在
府
の
徳
山
藩
家
臣
幽
囚
の
事
件
よ
り
、
遡
る
こ 

と
六
ヶ
月
。
元
治
元
年
（
一
八
六
四
）
一
月
十
六
日
、
長
州
征
伐

か
ら
主
君
志ゆ

き

朝と
も

の
実
家
、
毛
利
徳
山
藩
を
救
う
べ
き
だ
と
、
立
ち

上
が
っ
た
人
が
い
る
。館
林
藩
士
岡
谷
繁
實
で
あ
る
。長
州
藩
は
、

前
年
の
八
月
十
八
日
の
政
変
で
政
局
の
主
導
権
を
奪
わ
れ
、
さ
ら

に
追
い
打
ち
を
か
け
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
た
。
繁
實
は
長
州
周
旋

に
命
を
か
け
た
の
で
あ
る
。
京
都
に
向
か
い
、
精
力
的
に
有
力
者

に
働
き
か
け
た
。
特
に
正
親
町

お
お
ぎ
ま
ち

三
条
に
は
度
々
会
い
、
館
林
藩
二

十
人
の
志
士
が
「
今
日
一
人
死
し
、
明
日
一
人
死
し
、
全
員
死
す

る
ま
で
」
長
州
周
旋
の
為
に
献
身
し
、
局
面
打
開
の
為
、
努
力
す

る
と
言
上
し
て
感
激
さ
せ
て
い
る
。 

 

元
治
元
年
二
月
十
三
日
、
朝
廷
で
参
与
会
議
が
開
か
れ
、
長
州

問
題
が
取
り
上
げ
ら
れ
た
。
こ
の
会
議
は
一
橋
慶
喜

よ
し
の
ぶ

（
一
橋
家
）、

松
平
春

し
ゅ
ん

嶽が
く

（
越
前
）、
山
内
容
堂

よ
う
ど
う

（
土
佐
）、
伊
達

だ

て

宗
城

む
ね
な
り

（
宇
和

島
）、
松
平
容か

た

保も
り

（
会
津
）、
島
津
久
光
（
薩
摩
）
ら
雄
藩
の
代
表

と
、
朝
廷
の
近
衛
父
子
、
正
親
町
三
条
ら
の
廷
臣
が
二
条
城
に
集

ま
り
国
政
を
議
論
す
る
場
で
あ
っ
た
。
こ
の
日
の
会
議
は
、
凶
暴

な
る
長
州
を
懲
ら
し
め
る
た
め
に
は
、
征
長
（
長
州
征
伐
）
止
む

無
し
の
意
見
が
圧
倒
的
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
島
津
久
光
か
ら
、



最
後
の
手
段
と
し
て
、
親
戚
藩
で
あ
る
館
林
藩
主
秋
元
但
馬
守
志ゆ

き

朝と
も

に
、
委
任
し
て
は
ど
う
か
と
い
う
提
言
が
あ
り
、
さ
ら
に

正
親
町

お
お
ぎ
ま
ち

三
条
か
ら
、
繁し

げ

實ざ
ね

の
二
十
人
死
し
て
も
の
決
意
が
紹
介
さ

れ
、
会
議
は
た
ち
ま
ち
、
但
馬
守
一
任
と
決
定
し
た
。
繁
實
の
奔

走
と
陳
情
が
見
事
に
功
を
奏
し
た
の
で
あ
る
。 

 

館
林
藩
が
幕
末
維
新
史
上
か
く
も
存
在
感
を
全
国
に
発
揮
し
た

こ
と
は
な
い
。 

 

日
本
の
歴
史
の
展
開
軸
を
握
っ
た
の
で
あ
る
。
館
林
藩
最
良
の

日
で
あ
る
。 

 

志
朝
、
繁
實
主
従
は
心
労
の
日
々
を
忘
れ
て
喜
び
合
っ
た
。 

 

し
か
し
、
喜
び
も
つ
か
の
間
、
参
与
会
議
に
一
橋
慶
喜

よ
し
の
ぶ

が
欠
席

し
て
い
た
の
で
あ
る
。
将
軍
後
見
人
の
地
位
に
あ
り
、
発
言
権
は

将
軍
以
上
で
あ
っ
た
慶
喜
は
、
後
に
公
家
か
ら
連
絡
を
受
け
激
怒

し
た
。「
こ
の
件
は
、
幕
府
扱
い
の
問
題
で
あ
る
。
朝
廷
が
問
題
を

処
理
さ
れ
る
と
い
う
の
か
。
幕
府
を
差
し
置
い
て
、
各
藩
で
処
理

す
る
と
い
う
の
か
。
幕
府
は
秋
元
藩
に
下
命
し
た
覚
え
は
な
い
。」

但
馬
守
一
任
の
参
与
会
議
の
決
定
は
敢
え
無
く
覆
さ
れ
、
勅
書
も

取
り
消
さ
れ
た
。
し
か
し
、
繁
實
は
あ
き
ら
め
な
か
っ
た
。
今
ま

で
以
上
に
宮
家
、
公
家
、
雄
藩
大
名
の
京
都
屋
敷
を
、
連
日
連
夜

訪
問
奔
走
し
た
。
そ
の
甲
斐
あ
り
、
勅
書
は
出
さ
れ
な
く
と
も
、

骨
肉
の
間
柄
と
し
て
の
周
旋
は
容
認
す
る
こ
と
が
各
方
面
の
上
層

部
で
了
解
さ
れ
た
。
結
果
、
秋
元
志
朝
に
親
書
が
出
さ
れ
、
長
州

へ
使
者
を
派
遣
せ
よ
と
の
達
し
が
あ
っ
た
。
繁
實
が
召
出
さ
れ
、

志
朝
の
代
理
で
長
州
へ
行
く
事
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。 

元
治
元
年
（
一
八
六
四
）
三
月
二
十
日
、
総
勢
十
一
人
、
京
都

を
出
発
し
た
。
長
州
で
は
、
志
朝
の
父
で
あ
る
徳
山
前
藩
主
毛
利

広ひ
ろ

鎮し
げ

、
志
朝
の
兄
で
あ
る
現
徳
山
藩
主
毛
利
元
蕃

も
と
み
つ

、
志
朝
の
弟
で

あ
る
萩
本
藩

ほ
ん
ぱ
ん

世
子
毛
利
定
広
（
後
の
萩
本
藩
主
元
徳
）
た
ち
に
会

っ
て
い
る
。
し
か
し
、
周
旋
の
根
拠
は
親
戚
だ
か
ら
と
い
う
単
純

な
理
由
で
し
か
な
か
っ
た
。
館
林
六
万
石
に
対
し
、
長
州
は
支
藩

を
合
わ
せ
れ
ば
四
十
五
万
石
、
圧
倒
的
な
国
力
の
差
が
あ
り
、
長

州
を
説
得
す
る
力
は
な
か
っ
た
。
ま
た
、
会
談
の
際
の
長
州
人
の

発
言
に
、
時
局
に
対
す
る
認
識
の
違
い
を
感
じ
、
思
想
力
の
違
い

を
痛
感
す
る
の
で
あ
る
。 

「
条
理
に
立
ち
た
る
御
沙
汰
な
ら
ば
徳
山
、
長
州
、
両
国
召
し
上

げ
ら
れ
候
と
も
謹
ん
で
承
服
仕
る
。」「
た
と
え
朝
廷
、
幕
府
の
御



事
た
り
と
も
、無
理
な
る
御
沙
汰
に
て
は
、防
長
両
国
の
士
民
鎮
撫

ち

ん

ぶ

し
が
た
し
。」 

こ
の
よ
う
な
藩
に
対
し
て
「
お
家
の
為
に
恐
縮
せ
よ
」
で
は
説

得
は
無
理
で
あ
っ
た
。 

長
州
の
そ
の
思
想
力
が
新
し
い
時
代
を
切
り
開
い
た
の
で
あ
る
。 

 

周
旋
に
失
敗
、
処
罰
下
る 

元
治
元
年
（
一
八
六
四
）
六
月
、
繁し

げ

實ざ
ね

は
館
林
に
帰
郷
す
る
。

大
任
を
果
た
し
た
繁
實
だ
が
、
藩
の
空
気
は
冷
た
く
、「
長
州
気
違

い
」
と
罵
ら
れ
る
。 

七
月
十
九
日
蛤
御
門
の
変
勃
発
。
八
月
、
幕
府
は
つ
い
に
第
一

次
長
州
征
伐
令
を
発
布
。
志ゆ

き

朝と
も

、
繁
實
主
従
の
努
力
は
実
ら
ず
、

十
月
、
繁
實
に
藩
命
に
よ
る
処
罰
が
下
っ
た
。
家
名
断
絶
、
家
禄

没
収
、
永
蟄
居
で
あ
る
。
志
朝
は
藩
主
を
辞
任
さ
れ
る
。
い
わ
ゆ

る
押
し
込
め
隠
居
で
あ
る
。
最
悪
の
事
態
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。 

遠
く
群
馬
の
地
か
ら
、
家
臣
に
気
遣
い
な
が
ら
、
故
郷
徳
山
を

想
い
、
父
や
兄
弟
の
為
に
尽
く
し
た
藩
主
、
秋
元
志
朝
。
そ
し
て
、

た
だ
ひ
た
す
ら
主
君
の
為
に
働
い
た
そ
の
家
臣
、
岡
谷

お
か
の
や

繁し
げ

實ざ
ね

。 

館
林
に
こ
の
よ
う
な
藩
が
あ
っ
た
こ
と
、
こ
の
よ
う
な
人
た
ち

が
い
た
こ
と
、
そ
し
て
、
彼
ら
を
誇
り
に
思
い
顕
彰
し
て
い
る
館

林
の
人
た
ち
が
い
る
こ
と
、
私
は
館
林
に
お
い
て
、
た
だ
、
頭
を

下
げ
る
こ
と
し
か
で
き
な
か
っ
た
。 

（
群
馬
県
在
住
の
工
藤
三み

壽
男

す

お

先
生
執
筆
の
『
・
・
岡
谷
繁
實
の

生
涯
』
か
ら
引
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
先
生
は
群
馬
県
立

板
倉
高
校
長
、
同
西
邑
楽

に
し
お
う
ら

高
校
長
、
そ
の
後
、
館
林
図
書
館
長
等

を
経
て
、
執
筆
活
動
を
さ
れ
て
お
ら
れ
ま
し
た
が
、
九
月
、
永
眠

さ
れ
ま
し
た
。
合
掌
。
元
群
馬
県
高
校
歴
史
研
究
部
会
会
長
。
著

書
『
図
書
館
の
窓
か
ら
』『
青
春
の
い
の
ち
永
遠
に
』
そ
の
他 

） 

 

山
口
に
遺の

こ

る
館
林
の
史
料 

長
州
周
旋
で
心
を
痛
め
た
館
林
藩
主
の
文
献
『
秋
元
志
朝
国
事

尽
力
始
末
』
が
、
明
治
期
、
長
州
藩
士
児
玉
少
介
よ
り
毛
利
関
係

者
に
送
ら
れ
そ
の
後
、
山
口
市
の
文
書
館
に
履
歴
書
と
と
も
に
保

存
さ
れ
て
い
る
。
他
に
館
林
藩
断
髪
党
の
志
士
『
大
久
保
天
弐
斎

之
碑 
拓
本
』、『
館
林
郷
土
叢
書 

第
四
輯
』。
周
南
市
立
中
央
図

書
館
に
『
館
林
双
書 

第
９
巻
』『
館
林
双
書 

第
２
３
巻 

館
林



藩
尊
攘
派
志
士
岡
谷

お
か
の
や

繁し
げ

實ざ
ね

の
生
涯
』『
館
林
藩
一
番
隊
戦
記
』
が

あ
る
。
徳
山
藩
に
と
っ
て
忘
れ
得
ぬ
人
々
の
記
録
で
あ
る
。 

ま
た
、
こ
の
度
、
館
林
教
育
委
員
会
を
訪
問
し
た
際
、『
館
林
の

大
名
と
藩
政 
館
林
市
史
』『
お
国
絵
巻
か
ら
み
た
家
臣
の
道
中
記
』

を
山
口
県
文
書
館
と
周
南
市
立
中
央
図
書
館
に
寄
贈
し
て
戴
い
た
。 

 

館
林
藩
の
歴
史 

今
か
ら
約
五
五
〇
年
前
の
戦
国
時
代
に
館
林
城
が
築
か
れ
た
。

近
世
に
お
い
て
は
、
徳
川
四
天
王
の
一
人
で
あ
る
榊
原
康
政
や
五

代
将
軍
徳
川
綱
吉
な
ど
が
城
主
と
な
り
、
明
治
維
新
を
迎
え
る
ま

で
の
約
二
八
〇
年
間
、
城
下
町
と
し
て
栄
え
て
き
た
。
館
林
を
治

め
た
七
家
は
、
い
ず
れ
も
親
藩
、
譜
代
の
大
名
と
し
て
江
戸
幕
府

の
要
職
に
つ
き
、
国
替
え
に
よ
っ
て
何
度
も
転
封
を
繰
り
返
し
た

の
が
特
徴
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。 

館
林
初
代
藩
主
は
榊
原

さ
か
き
ば
ら

康や
す

政ま
さ

で
あ
る
。
榊
原
家
か
ら
大
給

お
ぎ
ゅ
う

松

平
家
、
そ
し
て
、
歴
代
の
館
林
藩
主
で
最
大
の
石
高
二
十
五
万
石

を
拝
領
し
た
徳
川
綱
吉
へ
と
移
る
。
綱
吉
は
四
代
将
軍
家
綱
の
養

子
と
し
て
江
戸
城
へ
入
っ
た
た
め
、
そ
の
子
徳
松
が
二
歳
で
継
い

だ
が
、
五
歳
で
早
世
、
館
林
城
は
廃
城
と
な
っ
た
。
以
後
、
越
智

松
平
家
、
太
田
家
、
井
上
家
、
そ
し
て
、
最
後
の
館
林
藩
主
と
な

る
秋
元
家
が
入
封
し
た
。 

徳
山
藩
九
代
藩
主
毛
利
元
蕃

も
と
み
つ

の
弟
、
秋
元
志ゆ

き

朝と
も

は
、
実
は
山
形

藩
主
で
あ
っ
た
。
井
上
家
の
浜
松
移
封
に
伴
い
、
館
林
に
六
万
石

で
入
封
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
山
形
か
ら
館
林
へ
の
御
国
替
え
の

様
子
を
、
館
林
藩
士
山
田
喜
太
夫
の
妻
音
羽
が
、
見
事
な
挿
図
と

と
も
に
道
中
日
記
「
お
国
替
絵
巻
」
を
書
き
残
し
て
い
る
。 

 

現
在
の
館
林
市 

栃
木
、
茨
城
、
埼
玉
各
県
境
に
ほ
ど
近
い
群
馬
県
南
東
部
に
位

置
し
、
人
口
約
七
万
九
千
人
の
城
下
町
で
あ
る
。
私
は
、
訪
れ
て

驚
い
た
の
が
町
に
山
が
な
い
こ
と
で
あ
っ
た
。
群
馬
県
で
あ
る
。

見
渡
す
限
り
、
空
と
町
並
み
で
あ
る
。
聞
い
て
び
っ
く
り
、
市
の

平
均
標
高
は
２
０
．
３
㍍
、
最
高
標
高
地
は
３
３
㍍
、
思
わ
ず
桁

が
違
う
の
で
は
と
聞
き
返
し
た
。
北
は
渡
良
瀬
川
、
南
は
利
根
川

に
挟
ま
れ
た
関
東
平
野
の
最
深
部
に
近
い
所
で
あ
っ
た
。 

街
に
は
、
館
林
城
を
築
城
す
る
際
、
絶
好
の
要
害
と
な
っ
た
城

じ
ょ
う 



沼
が
あ
り
、
夏
に
は
「
花
ハ
ス
ま
つ
り
」
が
催
さ
れ
、
遊
覧
船
で

涼
し
い
夏
景
色
を
満
喫
で
き
る
。
城

じ
ょ
う

沼ぬ
ま

は
、
今
や
市
民
の
心
を

癒
す
館
林
の
原
風
景
と
な
っ
て
い
る
。ま
た
、武
家
屋
敷
が
あ
り
、

館
林
藩
士
の
住
宅
や
長
屋
門
、
土
塀
な
ど
が
修
復
、
復
元
さ
れ
、

通
用
門
で
あ
っ
た
巨
大
な
土
橋
門
が
、
館
林
城
を
髣
髴

ほ
う
ふ
つ

さ
せ
る
。 

江
戸
時
代
か
ら
ツ
ツ
ジ
の
名
所
で
あ
る
。
ツ
ツ
ジ
に
は
身
を
投

げ
た
美
し
い
側
室
の
伝
説
が
秘
め
ら
れ
、
樹
齢
８
０
０
年
を
超
え

る
ヤ
マ
ツ
ツ
ジ
を
は
じ
め
、
５
０
余
品
種
一
万
株
が
咲
き
誇
る
。

四
月
下
旬
か
ら
は
大
変
な
人
出
だ
そ
う
で
あ
る
。 

他
に
分
福
茶
釜
の
茂も

林
寺

り

ん

じ

、
館
林
出
身
者
と
し
て
、
小
説
家
の

田
山
花
袋

か

た

い

記
念
文
学
館
、
ア
ジ
ア
初
の
女
性
宇
宙
飛
行
士
向
井
千

秋
記
念
こ
ど
も
科
学
館
な
ど
が
あ
る
。 

 

館
林
に
遺の

こ

し
た
徳
山
人
の
偉
大
な
足
跡 

平
成
二
十
五
年
（
二
〇
一
三
）
八
月
十
四
日
、
館
林
市
役
所
市

史
編
纂
セ
ン
タ
ー
岡
屋
紀
子
さ
ん
に
古
跡
を
案
内
し
て
い
た
だ
い

た
。
二
日
間
、
た
っ
た
一
人
の
為
に
こ
れ
程
ま
で
に
親
切
に
し
て

い
た
だ
け
る
役
所
が
あ
る
だ
ろ
う
か
。
恐
縮
の
至
り
で
あ
る
。 

〈 

旧
秋
元
家
別
邸 

〉 

和
風
建
築
の
主
屋
と
洋

館
の
離
れ
の
調
和
が
美
し

い
明
治
時
代
後
期
に
建
て

ら
れ
た
建
物
。
離
れ
座
敷

の
洋
館
は
昭
和
初
期
、
東

京
の
本
邸
か
ら
移
築
さ
れ

た
も
の
で
あ
る
。 

〈
秋
元
春は

る

朝と
も

の
像 

〉 

徳
山
毛
利
家
十
代
当
主
毛 



利
元
功い

さ

公
の
三
男
の
「
投
網
の
像
」
で
あ
る
。
旧
秋
元
家
別

邸
の
庭
に
設
置
さ
れ
て
い
る
。
大
正
八
年
建
立
。 

〈 

贈
従
三
位

さ

ん

み

秋
元
志ゆ

き

朝と
も

の
碑 

〉 

土
橋
門
の
す
ぐ
そ
ば
に
あ
る
４
．
２
㍍
も
の
巨
大
な
石
碑

で
あ
る
。
歴
史
研
究
家
工
藤
三み

壽
男

す

お

は
文
化
誌
『
歴
・
文
』

に
「
こ
の
碑
を
知
ら
な
い
で
館
林
は
城
下
町
で
あ
っ
た
と
自

負
で
き
る
だ
ろ
う
か
」
と
著
し
て
い
る
。 

志
朝
の
業
績
は
多
く
、
雄
略
天
皇
陵
の
修
復
、
藩
財
政
の

立
て
直
し
、
農
民
の
減
税
等
、
文
武
奨
励
し
藩
風
刷
新
に
努

め
た
。
篆て

ん

額が
く

は
弟
の
萩
本
藩

ほ
ん
ぱ
ん

最
後
の
藩
主
毛
利
元
徳
で
あ
る
。 

徳
山
人
が
遠
い
館
林
の
地
で
光
り
輝
い
て
い
た
。 
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略系図 



エ
ピ
ロ
ー
グ 

 

伊
藤
湊
の
旅
を
続
け
て
い
た
ら
、
思
い
も
よ
ら
ぬ
徳
山
藩
の
親

戚
に
あ
た
る
館
林
藩
の
詳
細
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
、
江

戸
幽
囚
に
つ
い
て
は
、
伊
藤
湊
自
身
の
様
子
を
探
る
こ
と
は
で
き

な
か
っ
た
が
、
徳
山
藩
同
様
江
戸
に
幽
囚
さ
れ
た
清
末
藩
士
岡
村

静
蔵
が
遺
し
て
い
る
幽
囚
記
を
み
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
れ
に
よ

る
と
、軍
艦
長
崎
丸
で
徳
山
藩
士
と
も
ど
も
広
島
に
搬
送
さ
れ
た
。

四
境
戦
争
の
最
中
で
あ
っ
た
。
広
島
に
陣
取
る
幕
府
軍
に
死
を
覚

悟
し
た
と
い
う
。
そ
の
後
、
広
島
か
ら
解
放
さ
れ
幕
府
軍
の
太
鼓

や
大
砲
が
鳴
り
響
く
中
、
岩
国
に
入
っ
た
時
は
も
う
す
ぐ
故
郷
だ

と
、
全
員
歓
喜
に
沸
い
た
。
そ
れ
よ
り
陸
路
、
砥
石
浦
に
て
船
上
、

清
末
村
に
帰
っ
た
。
父
の
出
迎
え
あ
り
。
父
子
共
に
手
を
握
り
只

涙
の
み
、
母
は
顔
を
見
る
と
感
極
ま
り
慟
哭
、
妻
は
一
言
の
言
葉

も
発
す
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
。
ま
た
、
次
々
と
尋
ね
来
る
友

人
た
ち
に
、
こ
の
時
ほ
ど
、
家
族
の
有
り
難
さ
、
友
の
大
切
さ
を

味
わ
っ
た
こ
と
が
な
い
と
述
懐
し
て
い
る
。
矢
嶋
作
郎
も
同
様
で

あ
ろ
う
。
生
涯
、「
伊
藤
湊
」
の
こ
の
時
代
を
矢
嶋
作
郎
は
、
き
っ

と
、
忘
れ
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。 

 

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
岡
屋
英
治
文
化
振
興
課
長
・
紀
子
ご

夫
妻
、
阿
部
学
芸
員
、
館
林
教
育
委
員
会
、
館
林
図
書
館
の
皆
様

に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
い
つ
の
日
か
、
徳
山
藩
と
館
林
藩

の
よ
う
に
、
周
南
市
と
館
林
市
が
、
心
の
か
よ
う
交
流
都
市
に
な

る
こ
と
を
夢
見
て
擱
筆

か
く
ひ
つ

し
ま
す
。 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 
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